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こんにちは。塾長の大井です。 

８期生受験戦記第１１回です。 

 

６年生になり、「本物と偽物」の文章にも触れて、ＲさんＳさんＫさん

はさらに加速していきました。言われたことは必ず守り、さぼることも、

手を抜くことも全くしませんでした。月１回の TTT(TOP トライアルテ

スト)でも好成績を連発し、高いレベルで競い合えていました。 

とはいえ、別々の３人です。小６が進むにつれ、だんだんとそれぞれの

傾向や弱点が浮き彫りになってきました。 

 

Ｒさんの課題は国語でした。思考力は申し分ないものの、人物の深層心

理をつかむとなると浅さや軽さが否めず、毎回得点を競う授業国語では

ずっとＳさんＫさんの後塵を拝していました。 

一方のＳさんＫさんの弱点は算数でした。２人はスピードもあり、課題

もすごい勢いでやれるものの、ここ一番での思考や掘り下げが甘く、高



いレベルの問題には手が出ないという状況でした。算数ではＲさんが完

全に独走していました。   

 

でも TOP ではいつも生徒に言うことがあります。TOP 生に苦手科目は

存在しないということです。 

「TOP 生に苦手科目は存在しない。なぜなら大井先生と田宮先生がつい

ているからだ。先生たちは暗記やセンスに任せた勉強はさせない。本当

の意味も理解しないままのカリキュラムの先取りもしない。なぜそうな

るかにこだわり抜くのが TOP の授業。国語や算数の力を、授業でのやり

取りとその研究で磨き上げていくんだ。それにはとても時間がかかる。

根気もいる。でもそれこそが勉強の醍醐味だ。意味のあることを成すの

に近道はない。基本通り問題通り、大井流田宮流でねばり強く思考すれ

ば、必ず克服できる。」 

この理念を、哲学を、毎回の授業でずっと伝え続けます。 

 

そういう意味では８期生の受験は中学受験の真髄とも言える営みだった

かもしれません。 



もし中学受験をしなければ、自分の苦手なことにもぶつからず、自分の

無力さを感じることもない。でも選んだ以上、そこには簡単には乗り越

えられない場面や高い壁に出逢う。そしてそれを懸命に乗り越えようと

する所に、師弟が共に真摯に試行錯誤を重ねる所に、中学受験の価値が

生まれてくるのではないかと感じます。もしかしたらそれは、合格その

ものよりもずっと価値のあることかもしれません。 

 

実績や結果だけ見ると、TOP はすごい集団の集まりのように見えるかも

しれません。でも実際は全くそうではありません。未熟で歪で、明らか

に大きな不足や弱点がある生徒たちが、圧倒的な能力ではなく、圧倒的

な努力の歴史によって夢を叶える場所です。 

８期生それぞれの壁も決して低いものではありませんでした。いや、見

上げると途方に暮れるほどの高い壁だったとも言えるでしょう。 

 

３人の中でまず最初に壁にぶつかったのがＳさんでした。 

 

（第１２回につづく） 
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